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音波探査に基づく別府湾の断層分布とその成因
The active fault distribution and their origin based on sonic prospecting in Beppu Bay,
Japan
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別府湾は九州中部の別府-島原地溝（松本,1979）と呼ばれる張力が発達する地域の北東端に位置する。Itoh et al.(1998)
によると、別府湾の形成プロセスは二つのステージに分かれ、特に 1.5 Ma以降の Stage2ではプルアパート・ベーズン
が発達し、現在も沈降を続けている。そのため別府湾には第四紀の堆積物が厚く堆積していることに加え、非常に多く
の正断層が発達している。別府湾では音波探査やピストンコアを用いた浅部の活断層分布やその活動度の調査（岡村ほ
か,1992;大分県,1999など）や，反射法地震探査や重力測定を用いた深部の構造やそのテクトニクスについての議論（由
佐ほか,1992）がなされてきた。このように別府湾では表層堆積物中に認められる活構造（浅部構造）や深部構造に関す
る詳細な研究がなされてきた一方で、これらの深部構造と浅部構造との関係は議論されていない。そこで本研究ではこ
れらの関係を解明するために音波探査を行った。
　今回行った音波探査は SyQwest社製のポータブル高精度音波探査機である StrataBoxを用いて行った。StrataBoxの

使用周波数は 10kHzで、位置情報は GPSにより同時に記録した。調査日は 2012年 4月 2,4,13,14,15,16日の延べ 6日間
で、測線は由佐ほか（1992）で反射法地震探査が行われた測線を中心に、合計 468kmを調査した。
得られた反射断面の解析の結果、別府湾奥-中央を中心に 120地点で反射面を切る明瞭な断層が確認された。別府湾奥

北部の正断層の長さは数 km程度と連続性に乏しく，一部にリストリック断層を含む。北部の正断層は南落ち，南部の断
層は北落ちと傾斜方向が向かい合う構造が観察された。由佐ほか（1992）の反射法地震探査と比較してみると，これら
の正断層は地下 300m程で消失し，基盤の背斜部に位置していた。別府湾奥南部は別府湾の最深部にあたり，ほとんど断
層が確認されない一方で，Allis et al.(1989)で指摘された地層中のガスによる散乱と考えられる不鮮明部が広く分布して
いた。由佐ほか（1992）の反射法地震探査と比較してみると，不鮮明部は地下 300m程まで分布していた。別府湾中央
では別府湾中央断層とそれに沿って分布する不鮮明部が確認された。鬼界アカホヤテフラ（K-Ah）の標高分布に基づく
と，中央断層に沿って発達する褶曲構造が確認された。由佐ほか（1992）の反射法地震探査と比較してみると，この褶
曲構造は地下数 kmまで確認された。別府湾中央断層西部では，この褶曲構造上に沿って正断層の分布が確認され，南部
に比べ北部の方が多くの正断層が分布していた。一方，別府湾口においても多くの正断層が確認された。一部には傾斜
方向が向かい合う構造が確認できたものの，悪天候に加え，表層に厚い砂とみられる強反射面があったことから，詳細
な構造分布はわからなかった。
　これらの結果から，別府湾奥北部に見られる正断層の分布は同じ地溝帯の西部に位置する崩平山の活断層分布（千

田,1979）と類似しており，音波探査及び反射法地震探査から得られた地下構造を考慮すると，別府湾奥北部の正断層は
別府湾付近に位置が推定された日出火山（石塚ほか,2005）によって形成された背斜部に発達した断裂構造と考えられる。
別府湾中央断層西部に見られる褶曲構造は深部構造を反映していることから，褶曲構造上に観察される正断層はTakemura
et al.(1992)で指摘された基盤の Rolloverによって発達した断裂構造と考えられる。一方で，別府湾中央断層は別府湾横
断構造線と一致し，構造が深部にまで達することから，本地域で発生する地震に深く関与していると考えられる。最後
に，ガスに起因するとみられる不鮮明部は地下数百mまで観察されることに加え，別府湾中央断層に沿って分布してい
ることから，別府湾の構造運動に関与しているものと考えられる。
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